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真庭塾」の活動（1993 ～ 1997 年）、②「木質資源
活用産業クラスター構想」と事業化の胎動（1998
～ 2004 年）、③「真庭市バイオマスタウン構想」
と事業の多面的展開（2005 ～ 2013 年）の 3 つで
ある（図 4 参照）。
① 取り組みの端緒と「21 世紀の真庭塾」の活動















































ムの最後に辻氏が朗読したことである 6。 “10 年後


















































































































的展開（2005 ～ 2013 年）










































ルギー・産業技術総合開発機構 ( 当時 )）と共同で実
施する「真庭市木質バイオマス活用地域エネルギー



































































































ス発電㈱」（資本金 250 百万円　社長中島氏 18）が
設立され、平成 2015 年 4 月に発電所の稼動を開始
した（事業費約 41 億円）。当該発電所は真庭地域の
バイオマス集積システムを通じて燃料全量を確保し
( 年間約 15 万トン )19、発電所の出力 1 万キロワッ
トは 2 万 2 千世帯分（真庭市の 2005 年 12 月時点





















































































































































































































































































































































































































3　 各事業の現況等は、真庭市 2013、同 2014 を
参照のこと。
4　 本稿では、真庭市 2013、同 2014、中村 2012




















業 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.meikenkogyo.com/
product/business_product.html、2015.12.28 閲
覧）。
9　 真庭市 2014　p.8 ～ 9。









13　 笹野 2014　ｐ .201。






















20　 2015 年 12 月現在、発電事業は一応計画通り
の進捗とのこと（2015.12.12 大田真庭市長の発
言）。
21　 真庭市 2014　ｐ .21。
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資　本　と　地　域　　第 11 号（2016 年 3 月）









31　 同上　ｐ .338　第 5 章注 1。
32　 同上　ｐ .8，301 
















36　 同上　ｐ .312。 
37　 伊藤 2011　ｐ .62。
38　 松原 2006　ｐ .153 注 21。
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